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第１章 ビジョン策定の背景・目的 
 

資料：木材コンビナートリーフレット 
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第２章 貯木場を取り巻く現況 

１．位置                                                      

 

 

 
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２．交通条件                                                  

（１）車でのアクセス 

 

 

（２）電車でのアクセス  

 

 

 

資料：道路交通センサス（平成 27（2015）年）                           

   

  

忠岡駅 

春木駅 
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３．土地利用現況                                              

 

 

 
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 

 

 

 

 

  

岸和田市 

忠岡町 
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４．用途地域                                                                  

 

 

 

 
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 

 

 

 

 

 

 

 

  

岸和田市 

忠岡町 
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５．その他の地域地区                                                          

 

岸和田市 

忠岡町 
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６．上位計画・関連計画                                                           
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 埠頭用地 港湾関連 

用地 

交流厚生 

用地 

工業用地 都市機能

用地 

交通機能

用地 

緑地 合計 

木材港地区 

(11) 

11 

(6) 

6  

(111) 

111 51 

(3) 

3 

(2) 

3 

(133) 

185 

用途 
地区名 

(単位：ha) 
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７．各種統計データ                                                                

（１）人口 

①総人口の推移 

 

 

 

 

（人） （％） 

資料：国勢調査 

（人） （％） 

資料：国勢調査 
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②年齢３区分別人口の推移 

 

 

 

（人） 

資料：国勢調査（年齢不詳を含まない） 

（人） 

資料：国勢調査（年齢不詳を含まない） 
資料：国勢調査（年齢不詳を含まない） 
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194,911 
188,955 

181,509 
173,302 

164,801 
156,314 

147,949 
139,492 

130,481 

121,107 

195,884 
191,428 

185,440 
178,571 

171,265 
163,802 

156,071 
147,971 

139,277 
130,332 

100,000

110,000

120,000

130,000

140,000

150,000

160,000

170,000

180,000

190,000

200,000

210,000

Ｈ27
2015

R02
2020

R07
2025

R12
2030

R17
2035

R22
2040

R27
2045

R32
2050

R37
2055

R42
2060

社人研推計人口（2018（平成30）年推計） (参考）社人研推計人口（2013（平成25）年推計）

③岸和田市の将来人口推計 

 

 

 

（人） 

資料：日本の地域別将来推計人口（2018（平成 30）年推計）「国立社会保障・人口問題研究所（社人研）」 

※2050（令和 32）年以降の推計値は、社人研の推計手法に準拠した推計値 

（人） 
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④忠岡町の将来人口推計 

 

 

 

（人） 

（人） 

資料：日本の地域別将来推計人口（2018（平成 30）年推計）「国立社会保障・人口問題研究所（社人研）」 

※2050（令和 32）年以降の推計値は、社人研の推計手法に準拠した推計値 
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（２）産業全般 

①産業人口の推移 

 

 

 

資料：国勢調査 
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②付加価値額と特化係数 

 

 

 

 
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（百万円）
（特化係数）

資料：総務省・経済産業省「経済センサス－活動調査」再編加工（Reasas より作成） 

（百万円） （特化係数）
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（事業所） （人）

（３）製造業 

①事業所数・従業員数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事業所） （人）

資料：総務省・経済産業省「経済センサス－活動調査」再編加工等（Reasas より作成） 
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②製造品出荷額 

 

 

 

 

 

  

資料：総務省・経済産業省「経済センサス－活動調査」再編加工等（Reasas より作成） 
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③製造業の労働生産性 

 

 

 

 

 

 

 

  

7,378

8,422

5,414
6,138

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

全国 大阪府 岸和田市 忠岡町

（千円/人） 

資料：総務省・経済産業省「経済センサス－活動調査」再編加工（Reasas より作成） 
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（事業所） （人）

（４）商業 

①小売業の事業所数・従業員数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：総務省・経済産業省「経済センサス－活動調査」等（Reasas より作成） 



第２章 貯木場を取り巻く現況 

28 

②年間商品販売額 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料：総務省・経済産業省「経済センサス－活動調査」等（Reasas より作成） 
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（５）土地利用 

①工場の老朽化 

 

 

  

  

資料：大阪産業経済リサーチ＆デザインセンター 
「大阪の工場立地と低・未利用地の現状、課題について」 

※国土交通省「平成 30 年法人土地・建物基本調査」結果
のうち、「工場敷地にある建物」の「建築時期」に関する
データを用いて上記表を作成 
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②大阪府外への工場の転出入状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料：大阪産業経済リサーチ＆デザインセンター 
「大阪の工場立地と低・未利用地の現状、課題について」 

※工場を建設する目的をもって、1,000 平方メートル以上の用地（埋立
予定地を含む）を取得（借地を含む）した者を抽出して上記表を作成 
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（６）木材 

①日本の原木輸入 

 

②阪南港の貨物（原木）量 

 

1,969
6,674

16,721

43,281 42,681 42,395

31,391

33,861

25,865

18,018

12,119
6,044 4,824 4,118

0
5,000

10,000

15,000

20,000
25,000

30,000

35,000

40,000
45,000

50,000

（千㎥） 

資料：林野庁 木材需給表 

20
4 3 6 1

69

67

33
18

7
0

10
20
30
40
50
60
70
80
90

100

昭.52(1977) 昭.62(1987) 平.9(1997) 平.19(2007) 平.29(2017)

内貿貨物 外貿貨物

（万トン） 

資料：（一社)大阪木材コンビナート協会データ 
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第３章 各種調査結果及び分析 

１．事業所立地アンケート調査                                                     

（１）調査概要 

（２）調査結果のポイント 



第３章 各種調査結果及び分析 

33 

２．市内外へのヒアリング及びアンケートによる調査結果                                                     

（１）市内の関係団体へのヒアリング 

①概要 

②調査結果のポイント 

I. カーボンニュートラル関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
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II. 工業（製造業、倉庫業など） 

III. その他 

I. 防災関係 

II. 環境関係 

 

 

 

 
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（２）市場調査結果（デベロッパー・有識者等） 

①概要 

②調査結果のポイント 

I. 工業（製造業、倉庫業など） 

II. 商業・レジャー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
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III. その他 

I. 工業（製造業、倉庫業など） 

II. 商業 

III. 研究機関 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
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IV. マリンレジャー・レクリエーション 

V. 水素 

VI. その他 

 
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（３）大阪木材コンビナート協会へのアンケート調査 

①アンケート調査の概要 

②調査結果のポイント 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

有り,
13(30%)

無し
30(68%)

無回答, 
1(2%)

現地(周辺),
31(71%)

岸和田市内,
4(9%)

大阪府内
4(9%)

無回答
5(11%)
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 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

点数 5 4 3 2 1

満足である
どちらかとい
えば満足で
ある

どちらでも
ない

どちらかとい
えば不満で
ある

不満である

１．物流面・流通面での交通利便性 100 60 18 0 1 179
２．従業員の通勤面での交通利便性 50 44 27 10 7 138
３．近隣の商業集積の度合い 20 36 66 8 3 133
４．取引先との距離 35 44 60 6 1 146
５．同業種の企業の集積度 15 28 84 6 1 134
６．事業所と周辺環境との調和 25 48 60 6 2 141
７．他事業者との連携・交流のしやすさ 30 40 66 8 0 144
８．大学、研究機関等の連携のしやすさ 0 0 96 16 1 113
９．土地や敷地の調達のしやすさ 5 12 78 8 7 110
10．災害発生時の安心度 15 12 18 36 12 93

合計

179

138

133

146

134

141
144

113

110

93

0
20
40
60
80

100
120
140
160
180
200

１．物流面・流通面での交通利

便性

２．従業員の通勤面での交通

利便性

３．近隣の商業集積の度合い

４．取引先との距離

５．同業種の企業の集積度

６．事業所と周辺環境との調和

７．他事業者との連携・交流の

しやすさ

８．大学、研究機関等の連携の

しやすさ

９．土地や敷地の調達のしや

すさ

10．災害発生時の安心度
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 

 

 
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３．貯木場のポテンシャル分析                                                     

（１）分析方法 

（２）分析結果 

①貯木場が持つ強み 

②社会情勢・周辺動向 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 
 
 



第３章 各種調査結果及び分析 

42 

③利活用方策の検討に当たっての視点 

④利活用に当たって必要な対応 

 
 

 

 
 

 

 

 
 

 
 

 

 
 
 

 
 

 

 
 
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（３）各キーワードに係る未来社会におけるテクノロジー等 
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第４章 貯木場の利活用方針等 
１．貯木場利活用に向けたコンセプト                                                     

 

 
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２．３つの利活用方針                                                     
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３．土地利用ゾーニングと導入機能                                                    
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第５章 今後の調査・検討に向けて 
１．ロードマップ                                                      
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２．概算費用                                                     

３．想定される事業手法・主体                                                     



 

 


